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愛と復興只見町

分かりやすく伝わる誌面に
なっていますか？

只見町議会中継は、只見町議会
ホームページからも視聴できます。
➡議会中継へ

道の駅建設　駅前周辺に� ���２
ＵＩターン看護師へ給付金�������４
一般質問・10名が町政をただす� ����９

雪まつり開催を祝う福餅まき
P6に関連記事



３月
会議

３
月
会
議
が
３
月
３
日
か
ら
13
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
度

の
予
算
は
、
特
別
委
員
会
に
よ
る
審
査
が
行
な
わ
れ
、
付
託
さ
れ
た
予
算

案
す
べ
て
意
見
を
付
し
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
昨

年
度
に
引
き
続
き
民
具
収
蔵
庫
新
築
工
事
に
加
え
小
学
校
体
育
館
改
修
工

事
な
ど
に
よ
っ
て
教
育
費
が
大
き
く
伸
び
、
特
別
会
計
で
は
朝
日
診
療
所

の
予
算
に
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。

道の駅基本計画策定事業

湯ら里基本計画
策定事業

小林集落用水路他
改修工事

民具収蔵庫建設事業

本年度、２か年目となり本体工事の
他外構の設計等が含まれる。財源は
国の補助金及び起債などが充てられ
る。

国道２８９号八
十里越開通を見
据え、交流人口
増を目指すため、
湯ら里の宿泊規
模を検討する。

現在坂田地区か
ら引いている小
林集落農業用水
路の老朽化を解
消し、集落営農
を支援する。

●❶

●❷

●❹ ●❸

900万円 6600万円

3億700万円

只見駅前周辺に建設予定の道の駅の
基本計画を策定する。立地の計画、
運営の方法、収支の見通しなどを検
討する。（前年度の繰越事業）

1000万円

民具収蔵庫建設工事現場

駅前庁舎周辺

湯ら里 坂田から小林へ延びる水路

只見地区の活性へ只見地区の活性へ
新たなまちづくり

只見地区の活性へ

2



林道災害復旧工事 明和小学校
　体育館修繕工事

大雨で被災した林道改良を行なう。（黒谷線、
小川沢線、かしこ岐線、仮安沢線、仲田線）

老朽化で雨漏
りする体育館
屋根の修繕工
事を行なう。

①職員の過重労働の実態が否めない。働く意欲や士気に関わる極めて重要な課題となっている。
職員の定数確保に積極的に努められたい。

②政策的補助金は目的、公共性、効果など充分審査する必要があるため、事前の委員会予備審査
を含め充分な対応を望む。

③新型コロナウイルス対策は町独自の対応が遅れている。町民の予防対策の周知徹底、今後予想
される町経済への影響を調査し早急に対策すべきである。

令和２年度各会計予算審議賛否
会　　計　　名

賛　　　否
酒井 佐藤 鈴木（征） 目黒（道） 大塚 中野 目黒（仁） 藤田 鈴木（好） 山岸

一 般 会 計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
国民健康保険施設特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
後期高齢者医療特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
介護老人保健施設特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地域包括支援センター特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
簡 易 水 道 特 別 会 計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
朝 日 財 産 区 特 別 会 計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●❻ ●❺
8200万円 2110万円

被災した林道黒谷線 明和小学校体育館

予算特別委員会意見要約

道の駅建設 駅前周辺に道の駅建設 駅前周辺に
八十里越開通に向けて

道の駅建設 駅前周辺に
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質疑
応答

個
人
町
民
税
な
ど
前
年
増

予算特別
委員会

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
看
護
師
へ
給
付
金

①
町
税

問
町
税
が
増
え
る
要

因
は
。

答
前
年
比
６
０
０
万

円
の
増
。
個
人
町

民
税
、
固
定
資
産
税
も
大

規
模
資
産
が
伸
び
て
い
る
。

ま
た
一
般
の
新
築
も
増
え

増
額
を
見
込
ん
だ
。

②
地
方
交
付
税

問
地
方
交
付
税
増
額

見
込
み
の
要
因
は
。

答
前
年
の
実
績
を
踏

ま
え
て
可
能
な
限

り
の
想
定
を
し
た
。
優
良

債
の
交
付
税
算
入
分
も
あ

る
。

③
特
別
職
の
給
与

	

１
４
６
３
万
円

問
予
算
は
２
名
分
だ
。

副
町
長
を
置
く
予

定
は
あ
る
か
。

答
近
い
将
来
置
き
た

い
。

④
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
有
資
格
者
等

人
材
確
保
推
進
給
付
金

	

１
０
０
０
万
円

問
事
業
の
目
的
は
。

答
看
護
師
・
保
健
師

の
確
保
と
定
住
促

進
の
た
め
、
最
低
保
障
と

し
て
１
０
０
万
円
を
交
付

す
る
も
の
。

⑤
空
家
対
策
の
推
進

問
空
家
対
策
の
進
行

状
況
は
。

答
物
件
の
選
定
は
す

で
に
終
わ
っ
て
い

る
。
協
議
会
と
確
認
し
な

が
ら
進
め
た
い
。

⑥
保
育
所
職
員

問
会
計
年
度
任
用
職

員（
旧
臨
時
職
員
）

が
多
い
が
今
後
の
運
営
に

支
障
は
な
い
の
か
。

答
３
歳
未
満
児
の
数

が
増
え
れ
ば
職
員

増
を
検
討
す
る
。

⑦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症

問
新
型
コ
ロ
ナ
、
町

民
の
相
談
窓
口
は
。

答
現
在
は
保
健
福
祉

課
が
窓
口
で
対
応

し
て
い
る
。

問
今
後
、
町
内
経
済

に
影
響
が
出
る
、

対
策
は
。

答
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
、
公
共
事
業
の

前
倒
し
等
行
な
う
。
他
、

町
内
企
業
の
情
報
を
収
集

し
て
い
る
。
国
の
特
別
措

置
法
に
順
じ
対
策
を
講
じ

た
い
。

⑧
救
急
医
療
体
制

問
１
人
暮
ら
し
の
救

急
搬
送
、
帰
路
の

確
保
は
。

答
基
本
は
公
共
交
通

だ
が
、
身
内
が
い

な
い
よ
う
な
場
合
は
町
で

検
討
し
た
い
。

⑨
只
見
特
産
へ
の
出
資
金

問
何
の
た
め
に
出
資

す
る
の
か
。
道
の

駅
商
品
づ
く
り
に
活
用
す

る
の
か
。

答
Ｊ
Ａ
の
子
会
社
統

合
か
ら
外
れ
た
た

め
、
町
が
増
資
し
筆
頭
株

主
と
し
て
雇
用
を
守
っ
て

い
く
。
今
後
連
携
し
て
商

品
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

⑩
鳥
獣
被
害
対
策

問
本
年
の
駆
除
目
標

は
。

答
ニ
ホ
ン
ザ
ル
80
頭

他
、
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
効
率
的
な
捕
獲
を

目
指
す
。

救急搬送後の帰路が課題

新規創設

4



　
記
録
的
な
浅
雪
の
た
め

リ
フ
ト
営
業
が
で
き
な
か

っ
た
只
見
ス
キ
ー
場
に
対

し
て
の
損
失
補
て
ん
と
し

て
５
０
０
万
円
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次

い
だ
季
の
郷
湯
ら
里
に
対

し
１
０
９
０
万
円
、
台
風

19
号
の
発
生
に
よ
り
桟
橋

が
壊
れ
遊
覧
船
の
営
業
が

で
き
な
く
な
っ
た
田
子
倉

湖
遊
覧
船
事
業
に
対
し
１

３
７
万
円
の
補
助
金
を
支

給
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

⑪
交
流
施
設
基
本
計
画

問
湯
ら
里
の
基
本
計

画
、
増
築
か
。

答
既
存
施
設
の
改
修

も
検
討
し
た
が
、

増
築
の
方
針
で
検
討
す
る
。

⑫
若
者
定
住
住
宅

問
入
居
期
限
制
限
と

宅
地
政
策
は
。

答
入
居
か
ら
５
年
以

内
だ
。
そ
の
後
は

空
家
バ
ン
ク
等
を
活
用
し

定
住
し
て
も
ら
い
た
い
。

今
後
は
空
き
地
バ
ン
ク
の

創
設
も
検
討
す
る
。

⑬
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

問
育
成
計
画
は
。

答
八
十
里
越
開
通
を

見
据
え
、
今
増
員

し
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
。

昨
年
度
育
成
支
援
の
事
業

実
績
は
１
件
。

⑭
小
学
校
の
あ
り
方
検
討
会

問
統
合
も
含
め
た
検

討
会
か
。

答
あ
り
方
検
討
会
は

統
合
あ
り
き
で
は

な
い
。
町
民
の
声
を
聞
く

機
会
に
し
た
い
。

⑮
映
画
「
峠
」
を
契
機
と

し
た
地
域
振
興
事
業
委

託
料

問
上
映
会
の
開
催
を
。

答
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
実
現

に
向
け
努
力
す
る
。

補正
予算

自然災害などに
損失補てん

見守り隊いつもありがとう

田子倉遊覧船

⑯
職
員
定
数

問
正
規
職
員
と
臨
時

職
員
の
人
数
に
差

が
あ
る
。

答
想
定
ど
お
り
の
職

員
が
集
ま
ら
な
い
。

格
差
を
無
く
し
雇
用
の
確

保
に
努
め
た
い
。

⑰
職
員
人
事

問
職
員
の
中
途
退
職

が
目
立
つ
。
働
く

意
識
改
革
は
。

答
近
年
、
災
害
復
旧

対
応
等
で
職
員
の

負
担
増
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
よ
り
士
気
の
向
上
に

努
め
た
い
。

⑱
医
療
人
材
不
足

問
朝
日
診
療
所
の
医

師
確
保
を
。

答
週
３
回
派
遣
医
師

に
よ
る
代
診
を
想

定
し
て
い
る
が
、
週
４
回

の
可
能
性
も
あ
る
。現
在
、

協
議
中
。
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表
紙
の
写
真

　
令
和
２
年
は
、
１
０

０
年
に
一
度
の
浅
雪
と

言
わ
れ
町
の
経
済
活
動

に
も
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
し
た
。

　
２
月
８
日
に
開
会
し

た
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

第
48
回
只
見
ふ
る
さ
と

の
雪
ま
つ
り
も
浅
雪
と

好
天
続
き
で
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
開

会
式
の
前
日
の
降
雪
で

本
来
の
雪
景
色
の
中
、

盛
大
に
開
会
し
ま
し
た
。

来
賓
に
よ
る
餅
ま
き
を

一
枚
。
ス
タ
ッ
フ
一
同

に
感
謝
で
す
。

雪まつり
開催を祝う
福餅まき

委
員
会
活
動

経済文教常任委員会 総務厚生常任委員会

　
過
去
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
ほ
ど
の
浅
雪
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
り
、
町
内
の

経
済
活
動
に
多
大
な
影
響

が
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

影
響
の
実
態
を
調
査
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
支

援
策
の
検
討
を
要
請
し
た
。

　
な
お
、
町
内
消
費
の
刺

激
策
と
し
て
、
町
外
の
消

　
朝
日
診
療
所
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
も
先
が
見

え
な
い
。
町
民
は
４
月
以

降
の
医
療
体
制
に
大
き
な

関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
の
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
に

つ
い
て
協
議
し
た
。
４
月

か
ら
従
来
の
臨
時
職
員
が

こ
の
制
度
に
１
本
化
さ
れ

る
。
年
金
等
も
整
備
さ
れ

費
者
も
対
象
に
含
め
た
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行

期
間
の
前
倒
し
と
追
加
発

行
の
検
討
も
し
て
い
く
報

告
が
あ
っ
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
積

極
的
、
大
胆
な
様
々
な
支

援
策
の
実
施
を
求
め
た
。

る
が
、
総
人
件
費
の
伸
び

が
心
配
な
面
も
あ
る
。

コロナの影響が出ている農家民泊 医療スタッフの確保が待たれる朝日診療所

◦朝日診療所スタッフ
　確保難航

◦浅雪・コロナ影響
　調査と対策を
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議長動静 広域議会

表
　
彰

鈴
木
征
議
員

自
治
功
労
者
表
彰

　
２
月
６
日
に
開
催
さ

れ
た
全
国
町
村
議
会
議

長
会
定
期
総
会
に
お
い

て
、
町
村
議
会
議
員
を

27
年
以
上
在
職
さ
れ
た

議
員
と
し
て
、
鈴
木
征

議
員
が
表
彰
さ
れ
、

３
月
会
議
で
議
長
よ
り

表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

1月9日　知事年始懇談会にお招きいただく

　内堀知事との夕食会に招待いただき、只見線や
八十里越国道開通後の振興策が話題となる。地方
創生事業により県内唯一のサンドバレーなど、ス
ポーツパーク計画に対する県建設事務所の周辺整
備の支援にお礼を申し上げる。（知事現地視察済）

1月20日　議会全員で医師、看護師の確保を要請

　朝日診療所の４月から常勤医師１名削減の緊急
事態にあたり、議員全員で福島医大の葛西教授と面
談し、医師と看護師の確保について要請しました。

1月25日　みやぎ会津会で只見町をPR

　仙台市で開催された「みやぎ会津会」総会に出席
し、JR只見線復旧に対する支援のお礼と東北唯一
のユネスコエコパーク只見町をPRしてきました。

2月20日　只見高等学校振興対策会議総会

　只見高校は、地域との協働による教育活動の充
実と地域を支える人づくりを目指し、地域協働推
進校の位置づけとして、令和２年度の生徒応募状
況や山村留学生の認定等、報告されました。

2月26日　朝日診療所の常勤医師増員を要請

　朝日診療所医師確保対策、県福祉部長に町長と
議長で医師の必要性や看護師の不足による地域医
療に及ぼす影響を説明して県の支援をお願いしま
した。

福島県も地方創生で整備を支援している
亀岡スポーツパーク

暮らしを支える消防署

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

負
担
金
１
億
３６００
万
円
減

南
会
津
地
方
広
域　

市
町
村
圏
組
合
議
会

南
会
津
地
方
環
境　

　
　
衛
生
組
合
議
会

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計

予
算
は
、
総
額
12
億
４
７

２
０
万
円
。
ふ
る
さ
と
市

町
村
圏
事
業
特
別
会
計
予

算
他
、
議
案
７
件
全
て
原

案
通
り
議
決
し
た
。
只
見

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計

町
の
負
担
金
は
、
新
消
防

庁
舎
建
設
が
完
了
し
た
た

め
、
前
年
比
１
億
３
６
８

１
万
円
減
の
２
億
５
５
３

０
万
円
で
あ
る
。

予
算
は
、
前
年
度
比
２
１

２
５
万
円
増
の
10
億
３
５

５
万
円
。
只
見
町
の
分
担

金
は
、
し
尿
処
理
費
な
ど

が
減
額
、
火
葬
費
と
ご
み

処
理
費
が
増
額
で
前
年
比

２
２
６
万
円
増
の
１
億
２

７
５
３
万
円
で
あ
る
。
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Vol.23

『委員会制度』って

なあに？

みんなに代わって只見町のキャラクターたちが聞いてくれました。

ブナりん

イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

ブナりん　議会っていろん
な問題を話し合っているけ
ど、いっぱいあって大変そ
うだね。

議長　たくさんの課題があ
るから正直、大変なんだ。
でもあらかじめ委員会で審
議しているから効率的なん
だよ。

アカショウちゃん　議会の

ブナりん　分担できるなら
いいよね！でも全員で相談
したりすることはないの？

議長　確かに全員で協議が
必要な場合もあるんだ。そ

委員会って？ぼくは給食委員会！

議長　そうだね、学校の委員会とも似ている
ね。議会の委員会も分野ごとに分かれている
んだよ。

イワっぺ　どんな委員会があるの？

議長　観光、農業、商業、教育などを担当す
る経済文教常任委員会。福祉、医療、職員の
働き方、などを担当する総務厚生常任委員
会。議会だよりの編集や議会報告会の運営な
どを担当する広報広聴常任委員会。議会の運
営を担当する議会運営委員会があるんだ。

んな時は特別委員会という委員会を作ってみ
んなで議論することもあるんだよ。

アカショウちゃん　そうなのか。ぼくは給食
委員会だからカレーの日をもっと増やしたい
な！

イワっぺ　ずるいぞ！給食の献立は特別委員
会で決めよう！

議長　まあまあ、みんなで仲良く決めようね。

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページから
視聴できます。
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議員が行政全般（役場の仕事全般）に対して、方針
をただしたり政策の提言などを行うことです。

■ 藤田　　力　……………………10
役場庁舎をいつ建てるのか

■ 酒井　右一　……………………11
診療所医師なぜ２名になるのか

■ 大塚純一郎　……………………12
町長が目指す１０年後の町の姿は

■ 目黒　仁也　……………………13
いま役場建設は優先事業か

■ 鈴木　　征　……………………14
道の駅現在の進捗状況は

■ 鈴木　好行　……………………15
観光の目玉として考える場所は

■ 佐藤　孝義　……………………16
任期１年を切った町長の進退は

■ 中野　大德　……………………17
診療所常勤医師２名体制の影響は

■ 山岸　国夫　……………………18
町主導で買い物支援体制構築を

■ 目黒　道人　……………………19
人口増政策、助産院の開設を

町
を
想
い
10
名
が

一般質問

町
政
を
問
う

一般質問とは

9



藤
ふじ

田
た

　力
ちから

議員

役場庁舎を
いつ建てるのか
� 答 いつになるか明確に示せない

問
現
在
、
役
場
庁
舎

は
駅
前
と
町
下
に

分
散
し
て
お
り
、
町
民
か

ら
は
「
ど
っ
ち
に
行
っ
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」

と
不
評
の
声
を
聞
く
。
町

外
か
ら
来
ら
れ
る
観
光
客

や
お
客
様
か
ら
も
場
所
が

分
か
り
に
く
い
と
悪
評
を

越
し
て
同
情
の
声
さ
え
聞

か
れ
る
。
暫
定
庁
舎
で
働

く
職
員
の
評
価
も
良
く
な

い
と
思
う
。

　
私
は
、
安
全
の
た
め
に

暫
定
移
転
に
は
賛
成
し
た
。

工
事
が
完
成
し
て
も
、
振

興
計
画
や
予
算
に
は
建
設

計
画
は
何
も
記
載
さ
れ
な

い
。
役
場
庁
舎
を
い
つ
建

て
る
の
か
。

答
国
道
２
８
９
号
や

Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
再

開
通
が
目
前
に
迫
っ
て
い

る
今
、
道
の
駅
や
湯
ら
里

整
備
の
大
規
模
事
業
を
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

何
年
度
に
設
計
と
い
う
こ

と
を
示
せ
な
い
。

問
町
の
財
政
の
中
で
、

役
場
庁
舎
建
設
に

充
て
ら
れ
る
基
金
が
い
く

ら
あ
る
の
か
。

答
平
成
27
年
当
時
、

工
事
費
が
14
億
円
、

そ
の
時
財
政
調
整
基
金
は

11
億
９
千
万
円
程
あ
っ
た

が
、
現
在
は
当
時
よ
り
１

億
５
千
万
円
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
今
現
在
は
財
政

調
整
基
金
と
公
共
施
設
等

再
生
整
備
基
金
を
合
計
す

る
と
、
18
億
５
千
万
円
余

の
基
金
残
が
あ
る
。

問
私
は
、
計
画
を
示

せ
な
い
第
一
の
原

因
は
、
お
金
が
な
い
の
か

と
思
っ
て
い
た
が
、
や
れ

ば
出
来
る
と
理
解
し
た
。

　
町
長
は
、
町
民
の
声
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の

か
。
昨
年
９
月
、
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
で
も
13
人

の
町
民
か
ら
「
庁
舎
建
設

を
早
く
」
と
意
見
が
あ
っ

た
。
議
会
報
告
会
で
も
こ

う
し
た
役
場
庁
舎
を
早
く

と
の
意
見
は
多
い
。
対
話

型
の
町
政
を
掲
げ
る
町
長

と
し
て
ど
う
答
え
る
の
か
。更地になった旧只見町役場庁舎跡

答
ま
ず
、
当
面
の
町

が
大
き
く
変
わ
る

状
況
に
対
し
て
早
急
に
町

が
対
応
し
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

問
私
は
、
分
散
庁
舎

を
一
カ
所
に
集
め

て
、
町
長
が
先
頭
に
立
っ

て
地
方
創
生
や
人
口
減
少

に
し
っ
か
り
と
対
応
す
べ

き
だ
と
思
う
。
要
は
、
何

を
重
点
に
考
え
る
か
だ
と

思
う
。
と
こ
ろ
で
、
道
の

駅
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
道
の
駅
は
当
初
の

予
定
よ
り
遅
れ
て

い
る
。
令
和
５
年
を
目
途

に
完
成
し
た
い
。
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酒
さか

井
い

右
ゆう

一
いち

議員

問
新
年
度
以
降
の
朝

日
診
療
所
の
医
療

体
制
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
新
年
度
は
医
師
１

名
減
り
、
２
名
の

医
師
と
な
る
。
看
護
師
は

正
職
員
と
会
計
年
度
任
用

職
員
な
ど
合
わ
せ
て
15
名

と
な
る
。
歯
科
に
つ
い
て

は
歯
科
医
師（
委
託
）と
衛

生
師
な
ど
４
名
に
な
る
。

診
療
所
医
師

な
ぜ
２
名
に
な
る
の
か

�
答
実
情
を
説
明
し
た
が
人
事
異
動
の
た
め

問
町
長
就
任
以
前
は

医
師
数
が
４
名
だ

っ
た
。
な
ぜ
２
名
に
な
っ

た
の
か
。

　
平
成
30
年
の
「
診
療
所

調
査
特
別
委
員
会
」
で
、

診
療
所
が
こ
の
奥
会
津
地

域
で
担
う
医
療
の
あ
る
べ

き
姿
を
示
し
議
決
し
た
。

町
長
は
県
人
事
担
当
部
署

に
対
し
、
朝
日
診
療
所
の

あ
る
べ
き
姿
や
将
来
計
画

を
よ
く
説
明
し
、
県
も
理

解
し
た
上
で
の
医
師
引
き

揚
げ
な
の
か
。

答
県
の
医
療
計
画
の

中
で
の
医
師
の
人

事
異
動
だ
。
只
見
町
の
実

情
は
よ
く
説
明
し
た
。

問
医
師
２
名
だ
と
相

当
な
激
務
に
な
る
。

診
療
所
閉
鎖
と
言
う
憂
き

目
に
あ
う
か
も
し
れ
な
い
。

　
救
急
、
外
来
、
入
院
、

そ
し
て
近
隣
の
各
施
設
の

医
療
な
ど
、
と
て
も
対
応

で
き
な
い
。

答
医
師
２
名
の
昼
夜

連
続
勤
務
は
難
し

い
。
入
院
や
救
急
は
制
限

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

問
医
師
と
歯
科
医
師

は
同
じ
診
療
所
の

医
師
な
が
ら
、
歯
科
医
師

の
み
が
個
人
委
託
契
約
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
医

師
と
歯
科
医
師
の
雇
用
・

労
働
形
態
が
違
う
。
歯
科

医
師
に
は
町
が
源
泉
徴
収

票
を
交
付
し
て
い
る
と
聞

く
が
、こ
の
理
由
は
何
か
。

答
歯
科
医
師
と
協
議

を
し
て
、
こ
れ
ま

で
委
託
契
約
を
継
続
し
て

い
る
。
こ
れ
は
過
去
か
ら

の
経
過
で
そ
う
し
て
い
る
。

源
泉
徴
収
票
の
交
付
は
こ

れ
ま
で
の
継
続
で
や
っ
て

い
る
。

問
歯
科
医
師
は
、
こ

の
ま
ま
委
託
契
約

で
働
か
れ
る
の
か
、
ま
た

は
町
職
員
と
し
て
働
か
れ

る
の
か
、
両
者
は
い
つ
で

も
協
議
で
き
る
か
。

答
原
則
的
に
は
契
約

前
に
協
議
を
す
る
。

議
論
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度

協
議
す
る
。

診察をする若山所長
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大
おお

塚
つか

純
じゅん

一
いち

郎
ろう

議員

町長が目指す
10年後の町の姿は
� 答 まずは生産年齢人口の増加を

問
少
子
過
疎
高
齢
化

に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
只
見
町
の
現
状
で
、

当
局
と
議
会
で
様
々
な
政

策
議
論
を
し
て
い
る
が
、

な
か
な
か
実
現
に
は
至
っ

て
い
な
い
と
感
じ
る
。
町

長
が
目
指
す
10
年
後
の
只

見
町
の
姿
は
ど
の
様
な
も

の
な
の
か
。
今
後
の
町
の

人
口
推
計
か
ら
、
産
業
振

興
の
状
態
、
農
業
の
姿
、

観
光
誘
客
、
教
育
環
境
、

医
療
福
祉
・
介
護
の
姿
に

つ
い
て
、
明
確
か
つ
具
体

的
に
、示
し
て
頂
き
た
い
。

答
10
年
後
、
２
０
３

０
年
の
只
見
町
の

人
口
推
計
は
３
，
２
４
５

人
。
生
産
年
齢
人
口
の
増

加
に
向
け
た
取
組
み
が
重

要
で
あ
り
、
特
に
20
代
か

ら
40
代
の
若
い
世
代
の
移

住
、
定
住
、
還
流
対
策
に

積
極
的
に
取
組
み
、
人
口

減
少
速
度
を
和
ら
げ
た
い
。

問
令
和
５
年
に
国
道

２
８
９
号
八
十
里

越
道
路
が
開
通
す
る
と
、

只
見
町
か
ら
三
条
市
ま
で

の
距
離
は
52
㎞
で
、
入
叶

津
か
ら
只
見
の
中
心
地
に

「
只
見
ト
ン
ネ
ル
」で
シ
ョ

ー
ト
カ
ッ
ト
す
る
と
５
・

２
㎞
短
縮
で
き
る
。
つ
ま

り
47
㎞
に
な
り
45
分
位
で

行
け
る
。
ま
た
、
只
見
町

か
ら
新
潟
市
ま
で
の
距
離

は
約
80
㎞
～
85
㎞
位
だ
。

２
時
間
か
か
ら
な
い
で
１

０
０
万
人
の
経
済
圏
に
行

け
る
様
に
な
る
。
こ
れ
ら

へ
の
対
応
策
は
。

答
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

目
標
を
10
年
間
で

１
４
０
人
に
設
定
し
て
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
積
極
的
な

政
策
を
展
開
し
て
い
き
た

い
。問

国
土
交
通
省
の
試

算
で
国
道
２
８
９

号
八
十
里
越
道
路
の
開
通

後
の
年
間
交
通
量
は
50
万

台
、
一
日
に
し
て
１
，
３

０
０
台
に
な
る
そ
う
だ
。

早
急
に
、
受
入
れ
態
勢
の

整
備
促
進
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。「
国
道
２
８
９
号
八

十
里
越
道
路
」の
開
通
は
、

閉
塞
感
一
杯
の
只
見
町
の

最
後
の
ビ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
う
。
将
来
を
見
据

え
た
中
心
市
街
地
、
駅
前

令和５年の開通が待たれる国道２８９号線（叶津地区）

再
開
発
計
画
は
、
町
民
み

ん
な
で
一
緒
に
話
し
合
っ

て
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

答
取
り
組
む
べ
き
課

題
が
山
積
す
る
状

況
で
、
積
極
的
な
事
業
展

開
を
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。
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道の駅と併せ、今後拠点整備が急がれる亀岡スポーツパーク

い
ま
役
場
建
設
は
優
先
事
業
か

�

答
駅
前
環
境
整
備
、
災
害
対
策
が
急
務

問
八
十
里
越
開
通
を

見
据
え
、
玄
関
口

と
な
る
只
見
地
区
の
活
性

化
策
が
急
務
だ
。
環
境
整

備
を
ど
の
様
に
今
後
行
な

っ
て
い
く
の
か
。

答
Ｊ
Ｒ
只
見
駅
周
辺

に
道
の
駅
の
整
備

を
計
画
し
て
い
る
。ま
た
、

只
見
駅
周
辺
か
ら
赤
沢
地

区
に
か
け
た
ほ
場
整
備
事

業
で
農
地
の
適
正
管
理
を

図
っ
て
い
く
。

問
人
口
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い

中
、
只
見
地
区
に
役
場
庁

舎
建
設
の
声
が
あ
る
。
し

か
し
、
只
見
地
区
は
八
十

里
開
通
と
い
う
千
載
一
遇

の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
た

新
し
い
町
づ
く
り
が
優
先

だ
。
商
業
施
設
等
の
整
備

を
急
ぎ
、
新
た
な
商
業
地

域
と
し
て
再
生
を
目
指
さ

な
い
と
な
ら
な
い
。
町
長

に
こ
の
地
区
に
お
け
る
優

目
め

黒
ぐろ

仁
じん

也
や

議員

先
事
業
を
も
う
一
度
確
認

し
た
い
。

叶津・只見間の
トンネル協議を
� 答 担当委員会と十分協議する

問
只
見
駅
前
周
辺
に

道
の
駅
を
整
備
さ

れ
る
の
は
、
ト
ン
ネ
ル
を

想
定
さ
れ
た
場
所
か
。

答
只
見
ト
ン
ネ
ル
を

見
据
え
て
い
て
は

整
備
が
遅
れ
る
。
ま
ず
は

道
の
駅
を
整
備
し
て
、
そ

の
後
誘
導
し
て
い
く
考
え

方
だ
。

問
ま
ず
は
、
ト
ン
ネ

ル
を
必
要
と
す
る

強
い
根
拠
を
県
に
示
し
て

道
路
計
画
に
挙
げ
て
も
ら

う
の
が
第
一
段
階
だ
。
そ

の
根
拠
が
「
道
の
駅
基
本

計
画
」
に
な
る
。
施
工
年

次
は
別
に
し
て
、
県
に
町

の
整
備
構
想
を
示
し
て
場

所
の
決
定
だ
け
は
急
ぐ
べ

き
だ
。

答
現
在
の
県
の
用
地

交
渉
に
影
響
が
無

い
よ
う
な
取
り
組
み
な
ら

問
題
は
な
い
。
八
十
里
越

開
通
後
の
交
通
量
を
見
な

が
ら
検
討
し
た
い
と
い
う

県
の
回
答
も
頂
い
て
い
る
。

問
議
会
の
議
決
を
経

た
「
道
の
駅
基
本

計
画
」
は
、
住
民
の
意
思

で
あ
り
県
へ
示
す
強
い
根

拠
と
な
る
。
道
の
駅
基
本

計
画
づ
く
り
と
同
時
に
ト

ン
ネ
ル
化
の
事
前
協
議
を

県
と
行
う
べ
き
だ
。

答
担
当
委
員
会
と
十

分
協
議
し
て
進
め

た
い
。

答
ま
ず
、
只
見
線
再

開
通
、
駅
前
周
辺

の
環
境
整
備
、
土
地
改
良

事
業
に
よ
る
農
地
再
生
と

景
観
対
策
、
ま
た
、
災
害

対
策
に
住
民
の
興
味
が
高

い
。
堆
砂
処
理
と
合
わ
せ

て
只
見
川
護
岸
対
策
が
急

務
と
考
え
て
い
る
。
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道の駅
現在の進捗状況は
� 答 令和５年度完成を目標に進める

問
道
の
駅
整
備
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま

で
一
般
質
問
で
質
問
し
て

い
る
が
、
な
か
な
か
中
身

が
見
え
て
こ
な
い
。
現
在

ま
で
の
検
討
状
況
は
。

答
町
内
飲
食
店
や
宿

泊
施
設
へ
の
聞
き

取
り
調
査
と
、
道
の
駅
基

本
計
画
の
策
定
業
務
を
支

援
い
た
だ
く
委
託
業
者
の

選
定
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
り
行
な
っ

た
。
今
後
は
委
託
業
者
と

協
議
し
、
計
画
策
定
の
工

程
表
、
施
設
規
模
や
レ
イ

ア
ウ
ト
の
概
要
を
作
成
し
、

議
会
に
示
し
た
い
。ま
た
、

鈴
すず

木
き

　征
すすむ

議員

道
の
駅
検
討
会
を
立
ち
上

げ
、
町
民
や
有
識
者
の
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
基

本
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

運
営
母
体
と
な
る
事
業
者

の
検
討
や
駅
長
候
補
者
の

募
集
な
ど
も
検
討
を
進
め

る
。問

飲
食
店
・
宿
泊
施

設
の
調
査
結
果
は
。

ま
た
、
そ
の
結
果
を
道
の

駅
計
画
に
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
せ
る
の
か
。

答
メ
ニ
ュ
ー
等
の
聞

き
取
り
を
行
な
い
、

現
在
と
り
ま
と
め
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。
今
後
、

道
の
駅
で
の
提
供
に
繋
げ

た
い
。

問
基
本
計
画
策
定
の

工
程
表
は
。
施
設

規
模
や
レ
イ
ア
ウ
ト
等
の

概
要
は
。
道
の
駅
の
場
所

は
具
体
的
に
ど
こ
か
。

答
令
和
５
年
に
は
完

成
し
た
い
と
い
う

問
新
し
い
役
場
庁
舎

整
備
の
見
通
し
は
。

答
国
道
２
８
９
号
八

十
里
越
開
通
や
Ｊ

Ｒ
只
見
線
再
開
通
が
目
前

に
迫
り
、
ま
ず
は
道
の
駅

や
湯
ら
里
整
備
等
の
大
規

役
場
庁
舎
整
備
の

見
通
し
は

�

答
道
の
駅
等
の
大
規
模
事
業
が
先

道の駅との連携が期待される只見特産

　
他
に
只
見
町
の
行
財
政

運
営
に
つ
い
て
も
質
問
し

た
。

考
え
方
は
変
わ
ら
な
い
。

最
初
か
ら
大
規
模
な
規
模

に
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
身
の
丈
は
十
分
考

慮
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
場
所
は
、
駅
前
庁
舎

周
辺
で
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
。

問
道
の
駅
検
討
会
は
、

ど
の
よ
う
な
組
織

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
国
土
交
通
省
や
県

の
道
路
関
係
の
方
。

一
般
町
民
の
方
な
ど
も
公

募
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
今
現
在
の
進
捗
状

況
は
。
国
道
２
８

９
号
開
通
ま
で
に
オ
ー
プ

ン
で
き
る
見
込
み
は
。

答
道
の
駅
計
画
策
定

は
こ
れ
か
ら
だ
が
、

今
後
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
取

り
組
ん
で
い
き
、
最
終
的

に
は
令
和
５
年
度
完
成
を

目
標
と
し
て
進
め
て
い
き

た
い
。

模
事
業
が
先
で
、
具
体
的

に
示
せ
な
い
。
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観
光
の
目
玉
と
し
て

考
え
る
場
所
は

�
答
豊
か
な
自
然
環
境
だ

鈴
すず

木
き

好
よし

行
ゆき

議員

問
観
光
地
と
し
て
成

功
す
る
た
め
に
は
、

ど
こ
に
も
負
け
な
い
尖
り

が
必
要
だ
。
観
光
の
目
玉

と
し
て
一
番
に
考
え
て
い

る
場
所
は
ど
こ
か
。

答
豊
か
な
自
然
環
境

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

が
一
番
と
考
え
る
。
体
験

型
観
光
や
森
の
散
策
な
ど
、

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
メ
ニ

ュ
ー
を
提
供
し
て
い
き
た

い
。問

場
所
は
ど
こ
か
、

と
尋
ね
て
い
る
。

具
体
的
な
場
所
は
あ
る
か
。

答
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

に
季
節
に
応
じ
た

形
の
自
然
が
あ
る
の
で
、

四
季
を
通
じ
て
誘
客
を
求

め
て
い
く
。

問
同
様
に
一
番
に
考

え
て
い
る「
食
」は

何
か
、
ま
た
Ｐ
Ｒ
や
提
供

の
方
法
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
米
を
ブ
ラ
ン
ド
化

し
、
提
供
し
て
い

き
た
い
。
現
在
東
京
で
お

む
す
び
や
米
粉
を
使
っ
た

イ
ワ
ナ
の
唐
揚
げ
な
ど
を

保育料を
完全無料化に
� 答 令和２年度以降、対応したい

問
若
者
定
住
に
は
子

育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
が
大
切
だ
。
昨

年
も
質
問
し
た
が
、
保
育

料
の
完
全
無
料
化
を
町
独

自
に
検
討
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

答
今
年
度
は
施
設
の

規
模
や
、
保
育
士

の
関
係
で
で
き
な
か
っ
た
。

来
年
度
以
降
は
そ
の
点
は

ク
リ
ア
で
き
る
の
で
、
実

情
を
つ
か
み
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

問
町
に
残
っ
て
親
の

面
倒
を
み
て
い
る

人
へ
の
政
策
が
手
薄
で
は

な
い
の
か
。

答
国
の
制
度
で
決
め

ら
れ
た
ル
ー
ル
に

沿
っ
て
実
施
し
て
い
る
の

で
、
理
解
願
い
た
い
。

問
例
え
ば
、
町
内
に

家
を
建
て
て
、
親

と
別
居
し
て
い
る
場
合
は

除
雪
の
補
助
が
出
る
。
同

明和保育所満了式

提
供
し
、Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

問
只
見
な
ら
で
は
の

特
産
品
の
開
発
に

取
り
組
む
つ
も
り
は
な
い

か
。答

只
見
と
い
う
名
を

売
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。
自
慢
で
き
る
も

の
を
内
部
議
論
を
し
な
が

ら
、
決
め
て
い
き
た
い
。

居
の
場
合
は
出
な
い
。
矛

盾
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
い
か
が
か
。

答
同
一
世
帯
と
分
離

世
帯
で
国
の
制
度

に
矛
盾
を
感
じ
る
と
き
が

あ
る
。
町
単
独
で
は
難
し

い
の
で
国
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。
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佐
さ

藤
とう

孝
たか

義
よし

議員

任期１年を切った
町長の進退は
� 答 ２期目に向け取り組んでいく

問
任
期
１
年
を
切
っ

た
町
長
の
進
退
は
。

１
期
目
の
最
後
の
仕
上
げ

と
し
て
、
何
を
今
年
さ
れ

る
の
か
。

答
令
和
２
年
度
施
政

方
針
に
基
づ
く
事

業
、
新
た
に
課
題
と
な
っ

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

問
２
期
目
を
目
指
す

考
え
が
あ
る
場
合
、

今
度
は
ど
う
い
う
政
策
を

も
っ
て
臨
ま
れ
る
の
か
。

答
施
政
方
針
に
掲
げ

た
各
種
事
業
等
に

つ
い
て
は
、
継
続
性
が
あ

っ
て
初
め
て
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
成
功
す
る
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。
大
き

な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ

た
、
診
療
所
の
安
定
し
た

運
営
体
制
の
確
立
に
向
け

て
努
力
す
る
。
国
道
２
８

９
号
八
十
里
越
の
開
通
に

よ
り
大
き
な
変
化
が
生
ま

れ
る
。
ま
た
、
只
見
線
再

開
通
に
向
け
、
そ
の
い
ろ

ん
な
形
の
対
策
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
そ
う
い
っ

た
対
策
を
基
本
に
、
自
立

し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
２
期

目
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
。問

２
期
目
も
継
続
す

る
結
論
で
理
解
し

た
。
町
長
の
答
弁
は
、
夢

が
な
い
答
弁
で
物
足
り
な

い
。
議
員
の
質
問
に
対
し

て
議
員
以
上
の
夢
を
語
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
町
長
の
答
弁
は
で
き

な
い
言
い
訳
の
答
弁
に
感

じ
た
。
も
っ
と
、
本
当
に

大
き
い
意
味
で
の
答
弁
に

こ
れ
か
ら
し
て
も
ら
え
な

い
か
。

答
私
の
発
言
に
夢
が

な
い
と
い
う
言
葉
。

私
と
し
て
は
激
励
と
と
ら

せ
て
い
た
だ
く
。こ
の
後
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
努

力
し
な
が
ら
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
最
近
、
職
員
が
辞

め
る
問
題
が
あ
る
。

ど
こ
か
に
問
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
20
年
近
く

勤
め
た
中
堅
職
員
が
退
職

し
て
い
る
。
町
長
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答
そ
れ
ぞ
れ
職
員
の

事
情
に
よ
る
。
内

部
的
に
も
人
事
担
当
課
長

を
中
心
に
、
い
ろ
ん
な
職

員
と
の
議
論
を
し
て
、
そ

の
退
職
等
に
つ
い
て
、
留

意
し
な
が
ら
努
め
て
き
た

が
、
結
果
的
に
表
面
に
出

て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は

残
念
で
な
ら
な
い
。今
後
、

内
部
で
も
検
討
し
、
そ
の

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

昭和46年8月29日、小出へ向かうはじめての国鉄只見線
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診
療
所
常
勤
医
師

２
名
体
制
の
影
響
は

�
答
夜
間
診
療
の
制
限
を
検
討
し
て
い
る

問
朝
日
診
療
所
は
こ

の
地
域
で
唯
一
の

医
療
機
関
で
あ
り
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
新

年
度
か
ら
常
勤
医
師
２
名

に
な
る
と
の
報
告
を
受
け

た
が
、
外
来
患
者
、
入
院

患
者
、
救
急
体
制
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生

じ
る
の
か
を
問
う
。中

なか

野
の

大
たか

德
のり

議員

答
率
直
に
申
し
上
げ

て
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
常
勤
医

師
２
名
で
現
在
の
運
営
を

続
け
る
こ
と
は
医
師
の
身

体
的
、
精
神
的
な
負
担
が

大
き
す
ぎ
る
。
入
院
制
限

で
の
対
応
を
考
え
た
が
、

医
師
の
健
康
維
持
を
最
優

先
に
考
え
、
夜
間
診
療
に

つ
い
て
制
限
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。問

平
成
30
年
度
末
、

看
護
師
の
退
職
等

に
よ
り
夜
勤
の
で
き
る
看

護
師
不
足
に
よ
り
19
床
あ

る
病
棟
を
11
床
に
制
限
し

て
い
る
。
さ
ら
に
は
中
央

病
院
か
ら
の
契
約
も
３
月

で
打
ち
切
り
と
な
る
こ
と

に
つ
い
て
は
。

答
現
在
、
他
の
医
療

機
関
と
看
護
師
出

向
に
つ
い
て
協
議
を
進
め

て
い
る
。
看
護
師
の
確
保

に
努
め
、
で
き
る
だ
け
病

棟
数
を
維
持
し
た
い
。

問
現
状
の
ま
ま
新
年

度
を
迎
え
る
と
著

し
い
地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
が
生
じ
る
。医
師
、

看
護
師
の
速
や
か
な
人
材

確
保
を
。

答
医
師
に
つ
い
て
は
、

診
療
体
制
が
少
し

で
も
良
い
状
態
に
な
る
よ

う
求
人
活
動
を
行
な
う
と

同
時
に
、
近
隣
医
療
機
関

等
へ
代
診
の
支
援
要
請
を

お
願
い
し
て
い
る
。
常
勤

医
師
２
名
体
制
の
中
に
あ

っ
て
、
地
域
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
で
き
る
だ
け
低
下
さ

せ
な
い
よ
う
に
考
え
て
い

く
の
で
理
解
を
お
願
い
す

る
。

医療サービスの低下が心配される朝日診療所
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町主導で
買い物支援体制構築を
� 答 関係機関との議論必要

問
明
和
の
生
鮮
食
品

食
料
品
を
取
扱
う

店
舗
の
閉
店
に
よ
り
、
買

い
物
困
難
な
町
民
や
遠
く

ま
で
買
い
物
に
出
か
け
る

な
ど
、
町
民
に
負
担
が
か

か
っ
て
い
る
。
買
い
物
困

難
者
を
な
く
す
た
め
に
町

が
主
導
し
、
商
店
と
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
高
齢
者

の
見
守
り
な
ど
支
援
体
制

を
と
る
こ
と
を
求
め
る
。

答
雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー

を
有
効
に
活
用
し

て
ほ
し
い
。
今
後
は
、
町

内
商
店
も
含
め
た
買
い
物

支
援
の
体
制
構
築
に
つ
い

て
、
社
会
福
祉
協
議
会
及

山
やま

岸
ぎし

国
くに

夫
お

議員

問
議
会
は
「
教
職
員

の
長
時
間
過
密
労

働
の
解
消
を
行
う
た
め
、

国
の
責
任
で
教
職
員
定
数

の
抜
本
的
な
改
善
を
行
う

こ
と
。
１
年
単
位
の
変
形

労
働
時
間
制
を
学
校
現
場

に
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
」

の
意
見
書
を
国
に
提
出
し

て
い
る
。
こ
の
制
度
導
入

の
判
断
は
、
町
や
学
校
の

教
員
に
変
形
労
働

時
間
制
の
導
入
反
対

�

答
導
入
す
る
考
え
は
な
い

お年寄りの食の確保に欠かせない買い物支援バス

び
商
工
会
と
連
携
し
て
検

討
し
て
い
く
。

問
町
と
し
て
の
消
費

者
行
政
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
の
認
識
は
。

答
食
は
経
済
の
中
で

の
考
え
方
が
優
先

さ
れ
る
。
支
援
の
程
度
は

直
接
か
間
接
に
や
る
か
十

分
議
論
し
な
が
ら
や
る
必

要
あ
る
。

問
雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー

利
用
の
買
い
物
は
、

帰
り
の
待
ち
時
間
が
長
く

高
齢
者
は
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
社
協
は
訪
問
介
護

者
に
対
応
し
て
食
材
の
提

供
を
し
て
い
る
が
、
人
の

配
置
が
必
要
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
配
置
や
移
動

販
売
車
の
購
入
な
ど
様
々

な
消
費
者
へ
の
対
応
し
た

行
政
が
求
め
ら
れ
る
。

答
社
協
の
中
で
一
種

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
的
な
部
分
と
し

て
、
買
い
物
支
援
、
注
文

書
の
取
り
ま
と
め
な
ど
検

討
さ
れ
て
い
る
。
機
材
の

配
置
や
人
の
確
保
等
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
協
議
に

自
由
と
な
っ
て
い
る
。
只

見
町
に
お
い
て
は
、
こ
の

制
度
を
導
入
し
な
い
こ
と

を
求
め
る
。

答
現
段
階
に
お
い
て

導
入
す
る
考
え
は

な
い
。
変
形
労
働
制
の
導

入
が
、
教
員
の
労
働
環
境

改
善
に
有
効
で
あ
る
と
は

言
え
ず
、
課
題
の
解
決
に

な
ら
な
い
。

つ
い
て
町
も
一
緒
に
な
っ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
社
協
任
せ
で
な
く

町
指
導
で
対
応
し

て
い
く
と
の
理
解
で
良
い

の
か
。

答
関
係
機
関
と
の
議

論
必
要
。
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目
め

黒
ぐろ

道
みち

人
と

議員

人
口
増
政
策
、

助
産
院
の
開
設
を

�

答
将
来
的
に
研
究
し
た
い

問
人
口
減
少
問
題
は

人
口
増
に
よ
っ
て

解
決
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
町
長
は
人
口
を
増

や
し
た
い
と
考
え
て
い
る

か
。答

人
口
を
増
や
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

人
口
構
造
の
改
善
が
重
要

で
あ
る
た
め
生
産
年
齢
人

口
の
増
を
進
め
た
い
。

問
沖
住
宅
の
入
居
年

数
要
件
を
見
直
す

考
え
は
あ
る
か
。

答
入
居
期
限
は
５
年

以
内
と
定
め
て
い

る
。
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。問

町
民
は
３
年
が
限

度
だ
と
思
っ
て
い

て
、
３
年
で
は
先
の
見
通

し
が
立
た
ず
若
者
は
入
居

を
断
念
し
て
い
る
。
い
つ

か
ら
５
年
に
な
っ
た
の
か
。

答
原
則
３
年
、
最
長

５
年
と
定
め
て
い

る
。問

青
年
交
流
事
業
に

つ
い
て
、
女
性
の

参
加
が
少
な
い
。
嫁
取
り

で
は
な
く
婿
取
り
の
視
点

を
提
案
し
た
い
。

答
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
。

女
性
の
参
加
が
多

く
な
る
よ
う
計
画
し
た
い
。

問
助
産
師
養
成
奨
学

金
の
利
用
実
績
を

示
せ
。

答
昭
和
45
年
以
降
、

現
在
ま
で
利
用
実

績
は
な
い
。

問
今
後
、
助
産
師
を

目
指
す
人
材
が
現

れ
た
場
合
、
助
産
院
を
開

設
す
る
用
意
は
あ
る
か
。

答
過
去
に
は
母
子
健

康
セ
ン
タ
ー
が
あ

っ
た
が
廃
止
し
た
経
過
が

あ
る
。
現
在
は
助
産
院
開

設
の
考
え
は
な
い
。

問
廃
止
の
経
緯
は
助

産
師
の
高
齢
化
と

需
要
減
だ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
だ
が
現
在
、
20
代

の
助
産
師
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。
助
産
院
で
の
出
産

を
望
む
方
も
一
定
程
度
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
助
産
院
を

設
置
し
、
人
口
増
に
挑
む

町
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
は

出
来
な
い
か
。
只
見
町
は

小
さ
な
自
治
体
だ
が
小
さ

な
自
治
体
が
で
き
る
投
資

も
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。答

出
産
に
は
リ
ス
ク

が
伴
い
、
万
が
一

の
不
安
も
あ
る
。
す
ぐ
に

対
応
で
き
る
医
療
機
関
が

近
く
に
あ
る
な
ど
の
環
境

が
整
っ
て
い
る
か
見
極
め

る
必
要
は
あ
る
が
、
将
来

的
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
新
潟
県
央
病
院
の

計
画
も
あ
る
と
聞

く
。
前
向
き
に
検
討
願
い

小さな町でも出来ることはあります

た
い
。
さ
て
私
も
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
考
え
て
き

た
。「
産
声
が
響
く
只
見

町
」「
念
仏
が
響
く
只
見

町
」
ど
ち
ら
が
良
い
か
。

答
産
声
の
方
で
。

　
他
に 

「
自
然
首
都
・
只

見
」
学
術
調
査
研
究
助
成

金
事
業
に
つ
い
て
も
質
問

し
た
。
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編
集
後
記

　
朝
日
小
学
校

　
６
年　
三さ

ん

瓶べ

つ
か
さ

　
昨
年
度
、「
只
見
の
食
と

農
」に
つ
い
て
の
学
習
で
、

田
植
え
や
稲
刈
り
を
体
験

　
明
和
小
学
校

　
　
６
年　
髙た

か

橋は
し　

大だ
い

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
、
只
見
町
に
は
「
ね
っ

か
」
や
「
南
郷
ト
マ
ト
」、

し
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の
泥

は
冷
た
く
て
，
農
家
さ
ん

た
ち
は
大
変
な
思
い
で
お

米
を
作
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　
私
は
お
米
を
作
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
食
べ

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ

し
て
食
べ
る
こ
と
も
只
見

の
食
を
支
え
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。
な

「
み
そ
」
な
ど
、
有
名
な

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
人
口

が
減
っ
て
い
る
中
で
も
、

地
域
の
人
た
ち
が
力
を
合

わ
せ
て
仕
事
を
し
た
り
生

活
し
た
り
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

　
ね
っ
か
を
見
学
し
た
と

き
に
、

「
学
校
の
勉
強
は
一
つ
も

　
今
年
の
冬
は
降
雪
が
少
な
く

道
路
除
雪
関
連
事
業
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
予

防
で
学
校
の
休
校
、
イ
ベ
ン
ト

の
自
粛
な
ど
町
民
生
活
と
町
内

経
済
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

明
る
い
展
望
の
持
て
る
町
づ
く

り
に
皆
さ
ん
と
議
会
が
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
健
康
に
留
意

し
て
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
で

は
、
分
か
り
や
す
い
編
集
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
議
会
だ
よ
り
が
現
在
の
委

員
会
発
行
の
最
後
と
な
り
ま
す
。

�

（
山
岸
国
夫
委
員
）

発
行
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者
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ぜ
な
ら
、
お
米
を
作
っ
て

も
食
べ
る
人
が
い
な
け
れ

ば
、
余
っ
て
し
ま
い
、
む

だ
に
な
る
か
ら
で
す
。
だ

か
ら
こ
れ
か
ら
も
お
米
を

大
切
に
食
べ
て
い
き
ま
す
。

無
駄
に
な
る
こ
と
は
な
い

よ
」。

と
教
わ
り
ま
し
た
。
ぼ
く

は
只
見
町
の
よ
い
と
こ
ろ

を
た
く
さ
ん
知
っ
て
、
そ

の
よ
さ
を
広
め
ら
れ
る
人

に
な
り
た
い
で
す
。

只
見
町
の
よ
さ
を
広
め
た
い

只
見
の
食
と
農
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